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その辺が、人間と物理学的に動くものとは違うと感じました。 
そのときに、いろいろな解決方法がある中で、この空間で飛びなさいというときになる
と、動きかたが決まってきます。逆に能力が決まってくると、動きのパターンも変わって
くるというような中で、そのようになってくると、逆に最終解決というか、最初にしわ寄
せが来るところが運動機能というところであり、そこで麻痺というものがとても責任を負
わされて、本来もう少し状況を乗り越える力があるにもかかわらず、乗り越えられないと
いうようなことではないかと、稲垣先生の発表や、他の先生の抑制という話を聞きながら、
そのようなイメージを持ちました。質問というよりはコメントや考えたことになったので
すが、私はそのように感じました。 
 
河本 ありがとうございました。もうひとかたいきますか。 
 
Ｄ－ 貴重なお話をありがとうございました。先ほど稲垣先生がロボットに代わるもののことで、
義足や装具などと言っていました。今、私は発達障害等の子どもたちを見ていて、装具や
車いす等を作っています。そのようなものを作るとき、そのまま機能を代償するというよ
りは、先ほど大越先生が言ったような、次の一手を考えて、次にこれを使うために作ると
いう感じです。先ほどから何度かお話が出ている入谷先生の足底板も、私が一緒に実際に
作りました。あれも次の一手を考えて作っていて、やはり次につなげるために、そのまま
ではないです。実際、義足や装具はそのまま置き換わるものなのかどうかということが疑
問になり、もう一回質問をしたいと思いました。 
 
稲垣 両方ですね。今、ブレイン・マシン・インターフェイスという BMIも、完全に置き換える
代償型と、それを用いること自体が一種の治癒的効果を持っていて次の一歩になるものと、
二つで行われています。恐らくそれを選択する際に、セラピストは治癒効果を持つものと
して、先ほどの唐沢先生の検査もある意味そのようなところを含めているので、単純にど
ちらかというよりは、どちらの可能性もあるだろうということです。パラリンピックにお
いて、義足は運動能力以外に体の重心や全体のバランス自体も変えることができます。そ
のこと自体は選手にとっての健康にも役に立つことになるので、そのようなことを含める
とどちらも入っているという気はします。 
それとさきほどの方の抑制の話ですが、普通、抑制というものは意識的な抑制ですが、
多分山口先生が言っていることは、意識的な抑制ではないのだろうと思います。意識的な
抑制を掛けるには、「このようなことをするな」という方法を使います。しかし山口先生の
やり方は、本人には意識的には抑制は掛かっていないのに、おのずとその行為をしなくな
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るような選択肢を提示していると思いました。それはとても大切なのだろうという気がし
ました。これも感想ですが。 
 
河本 まだたくさんあるかと思いますけど、取りあえず時間ですので、ここでいったん打ち切り
たいと思います。2017 年の人間再生研究会は、それぞれ盛りだくさんだったと思います
し、特別講演や演者のかたがた、どうも長時間ありがとうございました。 
今日あつかったロボットから学ぶことはとてもたくさんありますし、AIから学ぶことも
とてもあります。それと医学全般でもそうですが、特にリハビリテーション領域でのビッ
グデータを活用できないと、あなたは誰？といわれる時代が間もなく来ます。数年後には、
これまでのような「症例検討」というような話では済まないところまで、議論がいってし
まいます。そのようなところの見通しをある程度持ちながら、さまざまな吟味なり検討な
りをしていかなければいけない局面にきているというように考えております。幾つか作戦
を練りながら、どのようにして行っていくのが良いのか。これまでのように単発の症例を
出して、それを検討していくことは、これはこれで重要なことです。しかし、もう少し違
う形で、視野を広げて展開をしておかないといけないと感じています。そのことについて
は、また何かご意見があったら、その都度、気付かれた範囲で、その場でご意見を伺うこ
とができればと思っています。それでは全体討論を終わりにしたいと思います。ありがと
うございました。 
 
 
